




親として避けるべし：大学生アスリートに聞いた「子ども

のころのスポーツの最悪な思い出」

子どものスポーツの大会などを見に行くと、横柄な親の姿が目につきます。あからさ

まに、審判をやじったりコーチをバカにしたりして、子どもに恥ずかしい思いをさせる親

もいます。でも、困った親はそれだけではありません。善意からの行為が、無意識の

うちに我が子のスポーツという体験を台無しにしているケースもあるのです。よかれと

思ってやっているだけに、むしろこっちの方がやっかいなのかもしれません。

Proactive Coaching LLC のブルース・E・ブラウン氏とロブ・ミラー氏は、かつてスポー

ツコーチをしていた経験をいかし、学校などで大人向けの講演を行い、知らず知らず

のうちに困った親にならないための方法を伝授しています。2 人は数百人の大学生ア

スリートを対象に、子どものころにあったスポーツにまつわる最悪の思い出を調査し

ました。その結果、「試合終了後に親に送ってもらう車の中」という答えが圧倒的に多

かったのです。

その理由は、「まだ汗も乾いてないうちに」、親が試合内容についてあーだこーだ言う

からではないかと言われています。試合直後の子どもにとっては、 勝ち負けは関係

なく、自分のプレーやコーチの采配などについてグダグダ言われるのが嫌なのです。

観客でも偽コーチでもなく、「親はただの親であってほし い」のが子どもたちの願いだ

と、ミラー氏は言います。

スポーツとは、子どもの人生において、「好きなようにやりなさい」と親に言ってもらえ

る数少ない場所です。彼らにとっては、リスクを取り、失敗に対処するのに、これほど



いいチャンスはないでしょう。なぜなら、スポーツの結果は致命的にはなりえないから

です。あくまでもスポーツはスポーツ。ですから、 スポーツで何かうまくいかないとき

に、わざわざ親に出てこられるのは子どもにとって嫌なことですし、その必要もないの

です。

所属しているチームが安心できる環境だと確信したのなら、あとはすべて、コーチと試

合の成り行きに任せてください。成功も失敗も、すべて子どもたちのものなのです。

親として言ってもいいのは「君のプレーを見てるのが楽しい」。それだけです。余計な

口出しはしないで、ただ楽しむべし。筆者の個人的な見解としては、これはスポーツだ

けに限ったことではないような気もしますが。



執筆者：  Finswimmer Koba 
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はじめに
　皆さんは、お子さんに何かスポーツをやらせていますか？あるいは、もしお子さんができたら、何かスポーツをやらせたいですか？
　お子さんが楽しくスポーツを続けるため、スポーツを通じて成長するため、そして、将来もしかしたらトップアスリートになるためには、親・家族の支えがとても重要です。
　ソチオリンピックのスノーボードハープパイプで銅メダルを獲得した平岡卓選手のお父さんが、スキー場がない奈良県のご自宅から毎週5時間も運転をして岐阜県のスキー場に卓選手を連れて行っていたことも、有名な話となりましたね。他にも、有名アスリートと家族の強い絆のエピソードはたくさんありますよね。
　今回は、お子さんがスポーツで成功するため、スポーツを通じて成長する上で、お父さん・お母さんが、絶対にやってはいけない3つのNG行動をここで紹介します。

ＮＧ行動①　第2の指導者にならない(競技に関して叱らない)
　お子さんの練習や試合を見学したときに、帰りの車で、『何であの子に負けたの？』『あの場面はもっと○○しなきゃダメでしょ』っと、責めたりしてませんか？実は、これがお子さんの精神状況に悪影響を与えているのです。
　あなたがお母さんであれば、自分が一生懸命作った料理を、料理をしない旦那さんに『マズイ!!味が薄いんだよ！』っと言われたら、作る気をなくしますよね？しかし、お料理教室で、専門家の先生に『味が薄いですね。ここの過程でもっと塩を足すべきでしょう』と言われたら、例えその時に失敗してもやる気が出ますよね。
　お子さんのスポーツも一緒です。競技に対して、たまに叱り、的確なアドバイスをするのは専門家である指導者にお任せしましょう。　他のお子さんがテレビ・ゲームに時間を費やしている中、スポーツに励んでいるお子さんは、結果がどうあれ確実に人間的に成長しています(テレビ・ゲームを悪く言うつもりはありませんが…)。
お父さん・お母さんは、結果がどうあれ、頑張っているお子さんの褒め役に徹しましょう。子供は、大人以上に褒められたい欲求が強いはずです。

ＮＧ行動②　コーチや監督の文句を言わない(クレームはもってのほか！)

シェアシェア

キーワードからコラムを探す 新規登録 ログイン
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　お子さんに『あのコーチはよくない！』とか『あの監督、野球を分かっていない』と言っておりませんか？実はこれも、お子さんが指導者と親御さんの間で板ばさみになってしまい、心境に悪影響を与えてしまいます。指導者と反対方向から挟みつけるのではなく、指導者と同じ方向を向いてお子さんを成功へ導いてあげましょう。
　さらに、『何でうちの子をレギュラーにしないんだ！』『練習方法を変えろ！』など、直接指導者に文句を言う人もいます。これは、もっての外です(もちろん、常識を外れるほど危険な練習をしている…などの場合は別ですが)。
　指導者も、意図があって練習方法やメンバーを決めています。それを否定することは、お子さんがスポーツをするチャンス、強いては成長するチャンスを阻害することにもなります。もし指導者が合っていないと感じていたなら、【お子さんの意思を尊重した上で】場所を変えましょう。

ＮＧ行動③　家庭環境を悪くしない
　単刀直入に聞きます。夫婦円満ですか？
　やはり、これがとても大切です。石川遼選手、宮里藍選手、錦織圭選手など、多くのトップアスリートのご両親は、家族団らんの時間を増やすためにスポーツを始めさせたと聞きます。「はじめに」で例に出した平岡選手も、お父さんの努力だけでなく、それを裏で支えるお母さんの支え、ご両親の愛があったはずです。
　逆に、ジュニアのころ良い成績を出していたのに、ご両親の離婚をきっかけに成績が伸びなくなってしまうことも耳にします。
　スポーツに限ったことではないかもしれませんが、やはりお子さんがのびのびと成長できる環境を作ることが、最も大切なのです。

まとめ
　いかがでしたでしょうか？3つをまとめると、お父さん・お母さんがなるべき理想像は『お子さんの一番のサポーター』でしょう。
　お子さんや所属するチームに対して、怒こったり、意見を押し付けるようなことはしない。逆に、お子さんが最大限の力を発揮できる環境を整えることに、全力を尽くしてください。
そして、それをご自身の趣味にしましょう(サポーターになるということ)。そうすれば、スポーツに励むお子さんのために、時間やお金を費やすことも苦になりませんし、家族の会話が増え、円満な家庭も築けるでしょう。それでもってお子さんがスポーツを通じて成長したら、まさに一石二鳥ですね。
お子さんがもしスポーツで大成したとき、インタビューで、『家族に感謝したい』と言われたら、これほど嬉しいことはありませんよね。

Facebook で CHECK♡Facebook で CHECK♡ Facebook でシェア Twitter でシェア  368 いいね！ 

コラムニスト情報
Finswimmer Koba
性別：男性  |   現在地：埼玉県  |   

すべて表示

いいね！ 576

3歳で水泳を始め
高校時代までのほほんと泳いでいました。
大学進学とともに、名門水泳部に入り、オリンピックメダリストと
一緒に練習をしていました。
競泳を引退後、スポーツマネジメントを学びに大学院に通いながら
ジュニア選手のコーチをし、趣味でフィンスイミングを始めました。
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陸上

○北海道日本ハムファイターズ幕別後援会

○町スポーツ少年団事務局

○総合型クラブネット形成促進

○学校体育支援（幕別町・池田町など）

○放課後教室支援（池田町）
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           【運営委員会】 
 
     ○サッカーチーム委員会  ○スクール委員会  
     ○サークル委員会     ○イベント委員会 
       
 運営委員（理事会より委託）、社員、事務局、指導者などで構成 

      【事務局】 
クラブマネジャー （若干名） 
事務局員 （若干名）   

 
 本クラブの組織は、理事会
と事務局を中心に、運営委員
会を開催し企画・運営をして
いく。 
 理事は理事会において選出
し、総会の議決を経て承認さ
れる。報酬は支給しないが、
常勤の職員には理事会の議決
を経て支給することができる。 

【総会（正会員）】 

保護者会幹事は、チーム所属選手
保護者より選出 

      【理事会】 
   理事長 笠谷直樹  

    理事 金子隆司・渡部尚樹・新倉榛名・小川祥之 

       髙木美佐子・上村篤・小松正直・山本鈴菜                  

【監査】久保田智 

（道体育協会ｸﾗﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 
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選手の将来のために

勝つこと・育てることのバランスを考えながら

競技である以上、いかなる試合でも常に勝利を目指すが、クラブ活動の「目的」ではない。

目先の勝利を得るために、将来の大きな成長を阻害しない。例えば、けがや痛みのある選手を

総合型クラブとしての理念追求

無理に出場させる、その時点での能力や体格に勝る選手に偏るというような選手起用をしない。

様々な「体験」の蓄積

知る楽しさ　　　　（知らなかったことを新たに知る・・・知識の習得）

子どもの頃の様々なスポーツ体験、生活体験の重要性が叫ばれています。

総合型クラブとしての一貫指導動く楽しさ　　　　（活動欲求が満足できる）

かかわる楽しさ　　（仲間との支え合い高め合い、コミュニケーション能力の向上）

できる楽しさ　　　（できないことができるようになる・・・技術の習得）

わかる楽しさ　　　（動き方がわかる・・・戦術理解）

次のステップアップに向けて、選手一人ひとりがそれぞれ夢と希望を持てるようにすること。

選手の成長（発育や発達含む）を見極めながら、各年代で身に付けるべきことを優先。

Players First（ﾌﾟﾚｲﾔｰｽﾞ ﾌｧｰｽﾄ）：何事も、選手たちにとって何が一番良いのかというという

基準で考える。　⇒　選手を甘やかす、自分勝手を許すということではない。

現時点での能力だけを観るのではなく、将来新たな能力を身に付けた時の姿を思い描きながら

一人ひとりの選手に関わる。

付けられるよう促していく。

「観て、自分で判断してプレーする楽しさ」を得る

良い習慣の追求

チームや仲間、支えてくれる方に貢献しようとする「努力･心構え･やる気」の育成

【解決法を「与える」のではなく、自ら「見出す」能力を育てる】

・コーチからの発問に対し…選手が自分で考え…解決策を見出す。

　　　　　　　　（選手自身が判断する能力を磨く）

・「知識」を獲得するだけではなく、獲得した「知識」を活用・応用し、

物事に対して、いつ、どんなときでも的確に対応できる「知恵」を身に

コーチングの目的

サッカーの「楽しさ」を伝え、クリエイティブでたくましく、豊かな人間性を育む。

楽

し

さ

『ON THE PITCH』(オン･ザ･ピッチ　試合・練習など)

⇒　クリエイティブでたくましいプレー、選手同士の話し合いによる課題解決

『OFF THE PITCH』(オフ･ザ･ピッチ　試合・練習以外など)

　　　　　　NPO法人幕別札内スポーツクラブ

⇒　生活習慣をより良く

　○「学業」との両立

選手一人ひとりの能力と、チームの評価

総合型クラブとしてのやくそくごと

　○その場に適した「挨拶」

　○適切な「休息」

考え方・コンセプトを全スタッフが共通理解のもと幼児から中学生まで指導にあたる

長期目標・短期目標

年間、月間、週間のトレーニングの目的と内容

他分野からの視点で選手の多様性を見出す

「知・徳・体」ではなく、「体・徳・知」を。

「成功体験」と「失敗体験」のバランス

大人が見守り、寄り添い続ける。

　○バランスの良い「食事」



 

 

 

◆年代ごとの狙い 
 

  幼年期～小３     ・・・ ボールで遊ばせる。 

                 例）鬼ごっこ、コーンドリブル、的当て等々 

                 注）ゲームはミニゲームで３VS３、４VS４が理想。 

ボールタッチ数と運動量を確保する狙い 

 

  小４・５       ・・・ 個人技術の習得を徹底する。⇒ ボールの置き場所 

攻守における個人戦術の導入期 

⇒ 攻撃 ４年《パス or ドリブル》５年《サポート》 

  守備 ４年《マーク》     ５年《カバー》 

例）コーンドリブル、リフティング、２VS２⇒３VS３ 

  ロングキックゲーム、 

注）飽きさせないで基礎技術（止める、蹴る、運ぶ）の 

練習メニューを組む。 

                   ゲームはミニゲームから８人制まで時期で考慮。 

  小６・中１      ・・・ 実践（試合）の場で技術と戦術を習得する。 

                 ⇒ 攻守における小グループ戦術の導入期 

                   攻撃 オフ・ザ・ボール、ポジショニング  

                      判断を伴うプレー 

守備 ラインディフェンス、連動、 

  中２・３       ・・・ 大人のサッカーを取り入れる年代。 

                 ⇒ 個々のプレースタイルを尊重しつつ、表現するサッカ 

ースタイルをチーム全体で共有。 

                   選手たち自ら対戦相手に応じた戦術変更。 

                 例）練習試合の対戦相手を時期みて考慮⇒高１ 

                   攻守においてセットプレーの練習 

                   ポジションごとに練習 

                 注）クラブカラー（チームワーク）を失わないように配慮。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 幕別札内スポーツクラブの指導目標 

 

◆   幕別札内スタイルの確立 ◆ 

・荒削りなプレースタイルの推奨（ラフ、乱暴とは別） 

・身体的能力を生かしたプレーの推奨（走力、身長、敏捷性等） 

・様々なプレースタイルを生み出す本当の意味でのオープンマインドな指導 

・知的なプレーヤーが創出される環境作り 

・常識とチームワークを兼ね備えるメンタリティ 

（ルールを理解し遵守でき、フェアプレーを忘れない。仲間とのつながりを常に意識して言動

できる） 

・社会性と教養を身につけた人間性 

（自然で自発的な礼儀、地域の方々に認められる言動） 

 

◆  トレーニング上での留意点 ◆ 

・トレーニング時のゲームでは、Ｇｋ含めて全ポジションを。 

・待ち時間を活用して個人トレーニングを。 

・仲間のプレーを評価し合う環境作り。（明るい声出し） 

・脚の筋トレも含めてできるだけ立たせてレストさせる。（仲間意識） 

・安全上の観点からオン、オフのメリハリをはっきりさせましょう。 
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【公益法人スタッフとしての心構え】

１．スポーツ活動の発展と心身ともに健全な青少年育成のため、あるいは地域振興のため、全て

の子ども達や地域の皆さんの模範となるような言動に努める。

２．「子どもの権利条約」などに則り、人権の尊重に十分配慮して指導にあたる。

３．一部の活動は公費による委託事業であることを忘れず、一部の者の利益ではなく公益性のあ

る活動を徹底する。

【送迎の限定】

１．自家用車での子どもたちなどの送迎に関しては、クラブ借上げによる時間のみ可能。

２．命に関わるような緊急時は、その現場スタッフの適切な判断を優先し、必要に応じて自家用

車への乗車は可能。

【喫煙の限定】

１．各種プログラム開催中、練習場・試合会場などにおいて、人前での喫煙を控える。

２．喫煙は自家用車内のみ。喫煙後 15 分後を経て、車内に出る。

【指導中の飲食】

１．必要に応じて飲食を摂ることはあり得るが、健康増進にふさわしいものとする。

２．ガムなどにはリラックス効果があるという科学的検証もあるが、現時点では控える。

--------------------------------------------------------------------------------------

以上の規程に反し、品位を損ない、クラブの名誉を傷つけたときは、クラブ内で以下の罰則を与

えることがあり得る。

①契約解除 ②無期謹慎 ③有期謹慎 ④罰金 ⑤戒告

今後、以上の「やくそくごと」は必要に応じて、適宜追加・修正を図る。

ただし、目的は「罰則」ではなく、スポーツに関係する者やスポーツそのものが、社会にとって

なくてはならないものとなるようなことを目指すため。）

特定非営利法人幕別札内スポーツクラブ



　①大会時などのテント・チーム旗などの運搬や保管の役割分担調整

　　（クラブハウスや車庫などに保管可能）

○学年幹事は各種業務での連絡・調整（学年間ならびに他の学年とも）

３．

幕別札内FCに関する全ての活動の支援

クラブ主催大会やイベント時など、クラブ本体の運営に関する活動の補助

　（例）「みんなでサッカー＆焼肉」は保護者の会主管

大会日に合わせて...など日にちは各学年の判断で自由。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

「みんなで」活動ができるようにしてください。（時間がかかっても構いません）

各学年において、少なくとも年１回の懇親会開催　（ノミニケーション！！）

１．

２．

　③クラブイベント時や納会などでの役割分担調整

学年２名以上の幹事選出など

　【主な業務内容】

☆

【留意事項】

大会時のチームテントなどの設営や撤収では、可能な限り子どもたちも参加し

４．

　②大会運営の当番にあたった際の、設営・記録・撤収の役割分担調整

 学年幹事さんはあくまでも連絡・調整役であり、基本的には全ての保護者の皆様
で子どもたちの活動、クラブ運営を支えていただきます。 
 弊クラブの理念は『支え合い』です。他人任せや幹事任せといった考え方で関ら
れる方は、弊クラブには向かないと思われます。 
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５）「クラブ理念」「クラブが目指すこと」を理解した上で、子どもたちの活動に最大限

　　も依頼した者の責任とする。

１）自家用車等を使用して送迎する場合は、原則的に保護者自身が行う。

４）大会参加に際しては、主催者の決めたルールを厳守する。

幕別札内スポーツクラブの活動に関する承諾書

　（但し、ケガなど緊急の場合で「保護者に連絡がつかない場合」はこの限りではない）

　　の支援をする。

２）やむを得ず他の方に依頼しなければならない場合、送迎中の事故などがあった場合で

特定非営利活動法人幕別札内スポーツクラブ

保護者氏名

私は、幕別札内スポーツクラブの活動において、以下の点について承諾いたします。

選手氏名

３）対象者の保護者の許可を得ずに、他の子どもを送迎しない。

理事長　笠谷直樹　宛



１．

２．

 なお、連絡をいただく場合は、必ず選手名を明記される

【ブログ】 http://satsunaisc.east-hokkaido.co.jp/blog/【Facebook】ブログ同様の内容をアップしています。

sfc21makubetsu@yahoo.co.jp  （小田）
hrn2ikr.0323@gmail.com  （新倉）

 配布物について、基本的にはパソコンの電子メールでの配信とします。但し、お持ちでない場
合は、ＦＡＸなどの対応をとります。

 また、最後まで確実に回るようご協力お願い致します。（年に数回使用の可能性があります）

連絡網について
 個人情報が掲載されておりますので、取り扱いには充分気をつけて下さい。

 さらに、クラブの活動に関ることを各種SNSで紹介しています。

 また、皆様から指導者への連絡につきましても、有効にご活用ください。

    【日常活動に関って】 
電子メール・ＨＰ・掲示板・ブログの活用について

        tumire0217@gmail.com （渡部）

など、どなたからか分かるようにお願いいたします。 （例）「○○です。」→ × 「幕別札内ＦＣ4年生の○○」です。→ ○   

 今後事務作業の軽減・経費の削減のため、できるだけメールアドレスの取得をお願い致します。

        E-mail:

（緊急性のあるもの等は電話連絡でお願いします。メールを確認するには時間がかかる場合があります。）

【Twitter】 https://twitter.com/spo_re2000   ユーザー名@spo-re2000
【LINE】  http://line.me/ti/p/%40bzp2412h



３．

４．

５．

6．

○ 子どもたちの活動を通して、大人たちも思いっきり楽しんでください!!

○ 自分のことは自分でやれるように促してください。
○ 常日頃より、バランスの良い食事が摂れるようご配慮をお願いいたします。
  （遠征では原則完食です!!急には食べられません。普段の意識付けです）

（原則1時間前に判断しますが、練習直前に急に中止になることもあり得ます。）

その他

③休む場合の連絡

○ たくさんたくさん誉めて、励ましてください!もちろん時には叱咤激励も!!
  という意識で寄り添い・見守るスタンスでお願いいたします。

①必ずしも毎日参加しなければいけないものではありません。他の習い事、体調不調、用事などに
合わせて、無理のないよう参加してください。様々な分野へのチャレンジを推奨しています!

・その他必要と思われるもの

ソックスの購入について

  それが、また子どもたちにも返っていきます。

○ 子どもたちは大人の操り人形ではありません。「子どもたちは、子どもたちの中で育つ」

②持ち物

④雨天の場合
天候の状況によって中止の可能性もあります。中止の場合、メールもしくは連絡網で連絡いたします。

【中学生以上】連絡が必要です。その都度、選手自身で担当指導者に電話連絡をさせてください。

・ボール（小学生…４号、中学生以上…５号） ・タオル ・飲み物 ・温かい服装
・運動できるシューズ（できればスパイクシューズで） ・レガース（すねあて）

各カテゴリーによって異なります。後日連絡いたします。（小学生共通は赤）

【小学生】基本的には必要ありません。もしケガや⾧期で休むなど特別に連絡を入れておいた方が
    いい場合はご連絡願います。

承諾書について

練習参加について

  （「家で何度言っても食べないんですよね～」は責任逃れです!）

 確認いただく意味でも、年度ごとに必ず承諾書を提出していただきます。



１．

２．

３．

「チームに係る周囲の保護者からの罵声やサイドコーチング及び審判の判定に異議を示し、

 サッカーの育成においても、「教えすぎ」について指摘され、『判断力』がなかなか身につかな

場合は一度で）、その当事者をその試合から退席させ、監督を３分間の一時退席とする。」

応援について
 近年、サッカーでは、保護者の応援について危惧されています。

  を指す。
  すること。（監督・コーチであっても望ましいことではない。）
  例えば、パスの指示、ポジションの指示など、チーム及び選手に対する戦術的助言

良き伝統を受け継いでいけるようご協力お願いいたします。
これまで当クラブの保護者の皆様はルールを厳しく守ってくださっていました。

駐車ならびに大会運営での当番について

【大会参加に関わって】

「少しぐらい」「自分ひとりぐらい」といった考え方は絶対にやめてください。

管内では、まだまだ新規チームですので、より一層ご配慮のほどよろしくお願いいたします。

主審及び副審から一度注意を受けた後に再度注意を受けた場合（一度目の異議が悪質な
 ※サイドコーチングとは、監督・コーチ以外の人間が選手の判断にまかせない指示を

合ごとにねらいを持って臨んでいます。大事なことは単に勝ち負けではありませんので皆様の応援

 （ユニフォームの返却時はその都度連絡いたします。）

協力をよろしくお願い致します。
 大会参加に関わって、円滑な大会運営と子どもたちの育成のため、下記の点において、ご理解とご

ユニフォームについて
 クラブの所有物となりますので、取り扱いには充分気をつけてください。

も、選手を励ます応援、失敗を受け止める応援を、『楽しみながら』よろしくお願い致します。
いということがスポーツ界・教育界での課題となっています。また、指導者・選手は、各大会各試

 返却時は洗濯をして所定の袋に番号が見えるようにきれいにたたんで入れてください。
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